
。
こ

O
一
一
年
度
中
国
文
化
学
会

べ
老
子
い
を
高
枝
・
大
学
の
教
室
で
ど
う
読
む
か

大
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
i
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附
属
高
等
学
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，ど

れ
〉
き
っ
吋
ノ
必
1

吋
老
子
い
を
高
校
・
大
学
の
教
室
で
ど
う
読
む
か

雑
之

校 11号
遊水

:大

渡
濯

雅
之

。
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
企
…
闘
の
態
的

道
家
思
想
、
と
く
に
毘
也
子
』
は
き
わ
め
て
難
解
で
あ
る
。
そ
の

た
め
高
校
教
科
書
で
は
、
「
同
一
品
川
総
合
」
に
は
一
社
も
取
り
上
げ
て

い
な
い
。
ま
た
、
「
吉
山
ハ
」
の
教
科
書
で
も
、
第
十
，
章
「
…
一
一
十
輯

共
…
穀
へ
第
八
十
章
「
小
関
寡
民
」
な
ど
す
べ
て
を
合
わ
せ
て
も

十
準
程
度
し
か
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。
さ
ら
に
、
か
り
に
『
老
子
』

が
教
科
治
一
間
に
あ
っ
て
も
実
際
の
授
業
で
行
わ
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど

な
い
と
い
う
の
が
現
状
で
あ
る
。

し
か
し
一
方
で
、
実
際

。〉

ど
を
取
り
上
げ
る
と
、
生
徒
に
は
意
外
と
好
評
で
あ
る
。
逆
説
な
ど

通
常
と
は
異
な
る
視
点
で
の
考
え
方
、
が
、
か
え
っ
て
新
鮮
に
映
る
た

め
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
内
省
的
な
思
索
の
場
と
な
り
う
る
た
め
、

興
味
を
そ
そ
ら
れ
る
の
か
も
し
れ
ぬ
。

そ
こ
で
、
大
学
や
高
校
で
も
っ
と
立
七
子
』
を
扱
え
る
の
で
は
な

い
か
と
い
う
こ
と
で
の
今
川
の
食
磁
で
あ
っ
た
。

。

実

践

の

方

法

高
校
で
は
、
土
浦
第
J

い

um
校
の
清
水
智
恵
氏
、
大
学
で
は
文
教
大

学
の
技
遺
大
氏
が
約
一
告
さ
れ
、
高
校
・
大
学
で
そ
れ
ぞ
れ
以
下
の
実

践
を
試
み
、
そ
の
結
果
を
発
表
し
た
。

な

今
回
は
綾
数
解
釈
の
あ
る
、
問

題
点
を
含
ん
だ
次
の
二
車
を
取

り
上
げ
、
高
校
生
・
大
学
生
が

ど
う
解
釈
す
る
か
を
見
た
。

第
三
十
三
章

知
人
者
智
。
自
知
者
明
。
勝

入
者
有
力
。
自
勝
者
強
。
知
足

者
富
c

強
行
者
宥
志
。
不
失
其

所
者
久
。
死
市
不
亡
者
寿
。

は一
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「

強

行

者

有

志

」

の

と

く

に

の

意

味

合

い

に

つ

い

て

「
志
」
は
『
老
子
』
で
は
マ
イ
ナ
ス
評
価
の
語
の
は
ず
。

・
「
死
市
本
亡
者
寿
」
で
、
「
不
亡
」
の
「
亡
」
は
、

J
r
「妄」

に
一
作
る
説
が
あ
る
。

第
四
十
四
章

名
与
身
山
銃
殺
。
身
与
貨
執
多
。
得
与
亡
執
病
。
是
故
誌
一
愛
必

大
費
。
多
蔵
必
厚
亡
。
知
足
不
辱
。
知
止
不
殆
っ
一
司
以
一
長
久
0

・
「
得
一
与
亡
執
病
」
で
、
結
論
は
ど
ち
ら
な
の
か
。
得
の
方
が
病

な
の
か
、
亡
の
方
が
病
な
の
か
の

二
つ
の
撃
と
も
解
釈
に
大
き
な
違
い
が
あ
る
点
に
つ
い
て
留
意

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
室
で
議
論
し
た
っ
(
前
筑
波
大
学
附
溜
高
等
学
校
)

吋
老
子
い
を
高
校
の
教
室
で
ど
う
読
む
か

/1弓

水

智
恵

実
践
の
ね
ら
い

今
問
の
企
踏
を
実
践
す
る
に
あ
た
り
、
次
の

文
章
表
現
の
矛
屑
や
、
文
字
の
相
違
に
よ
る
解
釈
の
揺
れ
を
手
掛

か
り
に
読
解
を
深
め
る
。

2
授
業
を
彼
ら
(
~
尚
一
一
一
生
)
の
豊
か
な
思
索
の
場
と
す
る
。

実
際
は
、
三
十
三
業
と
四
十
四
章
を
五
十
五
分
で
行
う
ク
ラ
ス
と

し
た
。

一
章
の
み
を
沼
十
分
で
行
う
ク
ラ
ス
が
生
じ
た
が
、
ね
ら
い
を

よ
り
活
か
せ
た
の
は
後
者
で
、
次
は
こ
ち
ら
の
ク
ラ
ス
で
得
ら
れ
た

声
で
あ
る
a

二

教

室

の

声

(Oが
生
徒
発
一
一
言
)

(
一
一
一
十
三
章
本
文
}
①
知
人
者
智
、
自
知
者
明
。
②
勝
入
者
有
力
、

白
勝
者
強
。
③
知
足
者
富
、
強
行
者
有
志
。
④
不
失
其
所
者
久
、
死

高
不
亡
者
弱
点
時
。

①
・
②
の
読
解
を
踏
ま
え
、
発
問

A
-
B
を
轄
に
③
・
@
に
進
む
。

発
問
A
H
A
W
の
後
半
部
…
「
強
行
」
や
「
士
山
」
の
是
認
は
、
こ
れ
ま
で

読
み
取
っ
た
老
子
の
思
想
と
矛
麗
し
な
い
か
。

。
「
知
足
」
を
身
の
程
を
弁
え
る
と
と
り
、
「
強
行
」
を
自
分
に
見

合
っ
た
課
題
設
定
が
で
き
る
と
考
え
る
。
。
「
強
行
」
を
老
子
は
よ

く
お
も
っ
て
い
な
い
は
ず
無
理
し
て
努
力
す
る
人
間
は
、
志
が
あ

っ
て
(
だ
め
だ
)
。
志
は
紫
益
な
努
力
の
よ
う
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
・
:
。

発
問
向
日
日

(ωの
後
半
「
不
亡
」
は
、
「
不
忘
」
と
す
る
資
料
も
出
土

し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
を
解
釈
し
、
ど
ち
ら
が
よ
り
深
い
か
考
え
よ
う
。

滅
ぶ
、
失
う
の
意
味
も
あ
る
の
で
、
人
々
の
心
の
中

れ
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
。
「
亡
」
と
し
た
場
合

影
響
す
べ
て
が
、
「
忘
」
と
し
た
場
合
に
は
腐

ら
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
。
「
亡
」
の
方
が
回
以

て
は
深
い
発
一
一
一
一
間
に
な
る
。

一一
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実
践
を
終
え
て

教
科
書
に
掲
載
さ
れ
な
い
教
材
を
、

業
は
、
新
鮮
で
達
成
感
に
満
ち
て
い
た
よ
う
だ
。

し
、
総
躍
的
に
解
釈
し
よ
う
と
格
関
す
る
が
、
彼
ら
の
解
く
数
学
の

問
題
が
時
に
「
解
無
し
」
に
行
き
当
た
る
こ
と
が
あ
る
よ
う
に
、
不

意
に
「
死
部
不
亡
」
と
行
き
止
ま
り
に
出
く
わ
す
。
そ
の
閉
じ
た
出

口
を
、
興
味
津
々
探
索
し
た
生
徒
た
ち
か
ら
は
「
自
分
で
様
々
な
解

釈
を
考
え
る
こ
と
で
、
問
制
定
さ
れ
た
過
去
の
文
で
は
な
く
、
自
分
た

ち
が
鈍
っ
て
い
る
日
本
語
と
同
じ
よ
う
な
生
き
た
文
と
し
て
感
じ
る

こ
と
、
が
で
き
た
。
」
と
い
う
感
想
が
得
ら
れ
た
。
思
索
を
深
め
る
教

材
と
し
て
、
ま
た
…
方
通
行
で
は
な
い
、
生
徒
が
主
体
と
な
る
授
業

作

り

に

、

を

高

校

の

教

室

で

役

立

た

せ

た

い

。

(
前
茨
城
祭
立
士
一
浦
第
二
高
等
学
校
)

っ
て
読
み
進
む
作

大
学
の
教
室
で
吋
卓
也
子
い
を
ど
う
読
む
か

渡
謹

大

大
学
で
何
を
学
ぶ
の
か
。
一
教
員
と
し
て
は
、
「
専
門
を
通
じ
て

自
分
の
頭
で
考
え
る
力
」
だ
と
答
え
た
い
。
『
老
子
』
を
通
し
て
研

究
に
対
す
る
認
識
を
深
め
る
こ
と
を
目
標
に
、
学
生
と
と
も
に
試
行

錯
誤
し
て
み
た
ひ

一
、
四
年
次
を
対
象
と
す
る
演
習

盟
名
。
期
末
レ
ポ
!
ト
の
提
出
だ
け
を
最
初
に

あ
と
は
学
生
と
相
談
し
つ
つ
授
業
を
進
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ま
ず
、
対
象
の
各
業
を
各
自
で
検
討
し
、
考
察
の
方
策
に
つ
い
て

考
え
た
。
「
伝
記
」
、
「
注
釈
」
、
「
研
究
史
」
等
の
キ
ー
ワ
ー
ド
が
挙

が
り
、
手
始
め
に
史
記
者
子
列
伝
を
読
む
こ
と
に
な
っ
た
。
「
孔
老

会
見
は
創
作
一
」
、
「
老
子
の
実
証
は
怪
し
い
」
等
の
意
見
は
出
た
が
、

老
子
の
伝
が
、
荘
子
、
申
不
中
一
一
向
、
韓
非
ら
と
ひ
と
つ
に
括
ら
れ
て
い

る
こ
と
に
つ
い
て
の
疑
問
は
出
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
史
記
中
の
老
子

関
連
記
事
を
検
討
し
、
そ
れ
ら
が
特
定
の
立
場
か
ら
な
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
こ
と
、
事
実
も
虚
構
も
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
確
認
し
、
向
山

そ
れ
ら
を
考
日
癒
し
て
は
じ
め
て
司
馬
遷
当
時
の
『
老
子
』
の
一
斑
を

窺
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
続
い
て
、
同
点
也
子
』
の
成

立
に
つ
い
て
考
え
た
。
『
老
子
』
の
内
容
、
先
秦
諸
子
と
の
比
較
、

引
用
の
検
討
と
い
う
基
本
的
方
法
を
解
説
し
、
研
究
動
向
、
特
に
出

土
資
料
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
を

講
義
し
、
自
録
学
、
校
勘
学
の
成
果
も
紹
介
し
た
。

以
上
を
下
準
錆
と
し
て
『
老
子
』
本
文
と
取
り
組
ん
だ
。
ま
ず
第

一
章
を
主
弼
誌
と
河
上
公
注
と
で
読
ん
だ
。
第
三
一
ニ
輩
、
四
回
章
に

つ
い
て
は
、
邦
訳
を
比
較
・
検
討
し
た
後
、
全
章
(
経
文
の
み
)
と

金
谷
治
「
死
し
て
亡
び
ざ
る
も
の
は
寿

i
老
子
の
死
生
観
」
を
配
布
、

決
め
、



各
自
レ
ポ
ー
ト
を
作
成
し
た
。
そ
の
際
、
学
生
を
似
悩
ま
せ
た
の
は
や

は
り
「
老
子
の
存
在
そ
の
も
の
が
あ
や
ふ
や
な
ら
、
そ
こ
か
ら
派
生

す
る
研
究
の
根
拠
は
全
て
な
い
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
」

と
の
戸
惑
い
で
あ
っ
た
。
し
か
し
例
え
ば
原
義
の
束
縛
か
ら
抜
け
出

し
、
主
弼
注
か
ら
王
弼
を
読
む
と
い
う
態
度
ま
で
も
う
一
歩
の
者
、

ま
た
、
「
死
市
不
芯
者
寿
」
(
馬
主
堆
本
)
、
「
死
部
不
安
者
寿
」
(
河

上
公
注
本
)
、
「
死
市
不
亡
者
寿
」
(
通
行
本
)
と
、
そ
の
時
々
で
姿

を
変
え
る
何
者
子
』
を
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
よ
う
と
す
る
者
も
い
た
。

『
老
子
b

を
読
み
、
自
ら
哲
学
し
、
文
学
す
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

た
だ
(
文
字
額
だ
け
で
な
く
)
資
料
か
ら
何
を
読
み
取
れ
る
の
か
、

メ
タ
レ
ベ
ル
で
眺
め
る
目
、
思
考
す
る
頭
を
養
う
こ
と
も
ま
た
重
要

で
は
な
い
か
。
そ
の
点
で
も
『
老
子
b

は
格
好
の
対
象
と
い
え
る
。

あ
や
ふ
や
な
こ
と
ば
か
り
の
中
で
、
仰
が
一
一
一
一
口
え
、
何
が
一
一
一
一
口
え
な
い
の

か
を
確
か
め
な
が
ら
、
よ
り
正
確
な
認
識
へ
と
蓋
然
性
を
高
め
て
い

く
術
を
学
ぶ
の
も
大
学
の
役
割
だ
と
思
う
。
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